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 様式第１（第１５条関係） 

会          議          録 

会議の名称 令和５年度第１回和泉市国民健康保険運営協議会 

開催日時 令和５年９月２１日（木）午後２時 

開催場所 和泉市役所別館３階３－２会議室 

出席者 

 

・運営協議会委員 

谷上会長代行、大平委員、山村委員、澤村委員、堀田委員、瀬戸委員 

泉谷委員、和田委員、上嶋委員、北野委員、池内委員、櫻井委員 

・事務局 

田副市長、立花市民生活部長、中野保険年金室長、池辺国民健康保険担当課長、

田中総括主幹、棚次総括主査、北野総括主査、上杉総括主査、蒲地主任、中辻主事 

 

 

会議の議題 

 

議事 

案件１ 令和４年度和泉市国民健康保険事業特別会計決算見込等について 

その他・次期大阪府国民健康保険運営方針（素案）について 

   ・産前産後の保険料減額制度について 

   ・和泉市国民健康保険第４期特定健康診査等実施計画及び第３期 

データヘルス計画策定について  

   ・大阪府健康づくりサポートアプリ「アスマイル」の市町村 

オプションについて 

 

会議の要旨 令和４年度和泉市国民健康保険事業特別会計決算見込等についての報告を行う。 

会議録の 

作成方法 

□全文記録 

■要点記録 

記録内容の 

確認方法 

■会議の議長の確認を得ている 

□出席した構成員全員の確認を得ている 

□その他（                        ） 

その他の必要 

事項（会議の 

公開･非公開、 

傍聴人数等） 

 

会議公開 

 

傍聴者１名 
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審議内容 

司会 

 

会長代行 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

会長代行 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長代行 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

会長代行 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

開会 委員、事務局紹介 

 

会長代行により議事進行 

 

案件１「令和４年度和泉市国民健康保険事業特別会計決算見込等について」（資

料 1）事務局より説明 

 

（説明に対する質疑） 

質問ない旨確認 

 

その他、「次期大阪府国民健康保険運営方針（素案）について」（資料２）事務局

より説明 

 

（説明に対する質疑） 

和泉市は特別会計が黒字であるが、大阪府内で赤字の団体があると思われる。そ

のとき、保険料を抑制するため、特別会計の財源の一部を事業費納付金として納

付する案が出ているが、令和６から８年度までの３年間に赤字のために納付が厳

しい場合、一般会計から繰り入れることが考えられる。その場合、国民健康保険

加入者でない方の税金などから負担していくという話になるのか。 

 

府では、大阪府下の全市町村を調べ全ての市町村が拠出できる額であることを算

出している。しかし財源不足になる市町村がある場合に関しては、大阪府の基金

があり、そちらから借りて拠出金を払っていく形となる。一般会計からの拠出は

ないと考えている。 

 

他に質問ない旨確認 

 

「産前産後の保険料減額制度について」（資料３）事務局より説明 

 

（説明に対する質疑） 

令和6年1月分から出産する被保険者に係る産前産後期間相当分の国民健康保険料

の所得割額および出産被保険者の均等割額を減額する措置が創設されるが、対象者

数の見込みを教えてほしい。 

 

今年度については、月 10 名、延べ 120 月分を見込んでいる。 

 

他に質問ない旨確認 

 

「和泉市国民健康保険第４期特定健康診査等実施計画及び第３期データヘルス

計画策定について」（資料４）事務局より説明 

 

（説明に対する質疑） 

健康・医療情報の分析により、健康課題を明確化し、PDCA サイクルを意識した保

健事業を展開するとのことだが、PDCA とは？ 

 

P はプラン（計画）、Dは実行、Cはチェック（評価・考察）、Aはアクション（対

策、改善）の略。Aから再び Pに戻り、繰り返し実施する計画方法の一つ。 
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会長代行 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

会長代行 

 

副市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長代行 

 

他に質問ない旨確認 

 

「大阪府健康づくりサポートアプリ「アスマイル」の市町村オプションについて」

（資料５）事務局より説明 

 

（説明に対する質疑） 

大阪府健康マイレージ関連でどれぐらいの費用を見込んでいるのか。大阪府もそ

の費用の一部を負担しているのか。費用対効果の検証はどのようにするのか。 

 

アスマイルは大阪府のプログラム。令和 5 年度のアスマイルオプション導入の和

泉市が負担する額としては、年間 700 万円程度の見込みで、来年度は暫定額 660

万円の予定。 

和泉市会員は他市と比べウォーキングの歩数が少ないという結果が出ていたた

め、ウォーキングポイントを導入した。検証は大阪府と共に実施予定。 

 

アスマイルのポイント付与の仕組について。対象外になるケースがあるのか。 

 

大阪府が設定した「付与時は被保険者でアスマイルアプリの本登録者」に基づい

ている。付与のタイミングで和泉市国民健康保険加入者でない場合、対象外にな

る。 

 

他に質問ない旨確認 

 

市長の代理として、協議会についてのお礼のご挨拶をさせていただきたい。会議

に直接参加をしている目的は、行政マネジメント強化と、議論の活性化。会長代

行のコメント、市長代理のコメントを一覧表とともに、次回会議の冒頭で、振り

返りたい。 

地域包括ケアシステムの構築については、和泉市政としても最大級の課題である

と位置づけている。この協議会でも、幅広い議論をお願いしたい。 

特定健診とデータヘルス計画の報告について、こうした基本計画の策定方針につ

いて、どういう考え方とどういうプロセスで進めていくのかに特に力を入れてい

る。市長、副市長としては、そこをしっかりグリップをして、計画決定プロセス

を進めていきたい。 

委員各位からのご意見、ご提言を一言も漏らさないという姿勢で活用したい。 

 

閉会 

                                 以上 

 


